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（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第1四半期 20,798 13.6 2,834 10.2 2,926 39.7 1,703 7.8

2025年12月期第1四半期 18,302 0.2 2,571 0.3 2,095 △34.9 1,579 △10.7

（注）包括利益 2026年12月期第1四半期 2,699百万円（－％） 2025年12月期第1四半期 △621百万円（－％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第1四半期 129.12 －

2025年12月期第1四半期 119.95 －

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年12月期第1四半期 87,634 69,578 70.0 4,648.13

2025年12月期 88,115 68,119 68.5 4,574.63

（参考）自己資本 2026年12月期第1四半期 61,328百万円 2025年12月期 60,358百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 82.00 － 94.00 176.00

2026年12月期 －

2026年12月期（予想） 95.00 － 95.00 190.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 78,000 5.9 9,300 2.6 9,500 2.9 5,600 1.6 424.43

1．2026年12月期第1四半期の連結業績（2026年1月1日～2026年3月31日）

（2）連結財政状態

2．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3．2026年12月期の連結業績予想（2026年1月1日～2026年12月31日）

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期1Ｑ 14,371,500株 2025年12月期 14,371,500株

②  期末自己株式数 2026年12月期1Ｑ 1,177,283株 2025年12月期 1,177,246株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期1Ｑ 13,194,225株 2025年12月期1Ｑ 13,170,693株

※  注記事項

（1）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（4）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料Ｐ.3「1．経営成績等の概況（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を

ご覧ください。
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1．経営成績等の概況

（1）当四半期の経営成績の概況

当第1四半期連結累計期間（2026年1月1日～2026年3月31日）の世界経済は、米国では個人消費に鈍化の動きが見

られる一方、企業部門を含めた景気全体は底堅く推移しました。欧州ではウクライナ情勢に伴うエネルギー供給不

安はあるものの景気は緩やかな回復が続き、中国では不動産市況の低迷から個人消費の回復は遅れています。ま

た、中東情勢の緊迫化が原油価格や物流コストに影響を及ぼし、世界経済の下振れリスクとして引き続き注視され

ています。

米国においては、インフレ圧力が続くなか、個人消費には鈍化の兆しが見られましたが、AI関連の設備投資が成

長をけん引し企業部門も含めた景気は底堅く推移しました。中東情勢の影響を背景に、政策金利は据え置かれた一

方、関税措置による物価上昇が顕在化しており、今後の景気の動向が注目されています。

欧州においては、ウクライナ情勢の地政学リスクが継続する中、エネルギー価格は概ね安定して推移し、インフ

レにも落ち着きが見られたことから、景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、3月以降、中東情勢の緊迫化に

よるエネルギー価格上昇が、再び個人消費や企業収益への懸念材料となっています。

中国においては、不動産市場の低迷や米国の関税措置により対米輸出が減少した一方、米国以外への輸出も堅調

に推移しており、政府主導の景気刺激策によるハイテク産業分野への投資が拡大し、景気の下支えとなりました。

米中関係は緩和局面が続くものの、先行き不透明感は依然残っています。

アジアにおいては、インフレの落ち着きとともに内需が堅調に推移し、輸出の回復もあり経済成長を後押ししま

した。一方で、米中間の緊張や中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の上昇は、エネルギー輸入国が多いアジア地域に

おいて、景気の懸念材料となっています。

日本経済は、円安による物価高の影響はあったものの、賃上げやインバウンド需要を背景とした個人消費の回

復、設備投資の持ち直しにより、景気は堅調に推移しました。一方、引き続き米国の関税政策による自動車を中心

とした輸出への影響や、中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の上昇やナフサの供給不足は、今後の景気の懸念材料と

なっています。

当社グループの主要事業分野である日本自動車業界に関する状況は、次のとおりであります。

自動車の生産・販売は、国内では供給制約の緩和を背景に回復基調が継続する一方、中国では現地メーカーの台

頭等により日系メーカーの販売不振が続きました。電動化については、米国市場では国内外のカーメーカーによる

一部車種の開発延期や停止が相次ぎ発表されるなどHVを含む戦略の見直しが進み、柔軟な生産体制の構築と収益性

の確保が課題となっています。米国では追加関税等の通商政策によるコスト増・需給への影響懸念が続き、先行き

不透明感が高まりました。

この結果、当第1四半期連結累計期間における国内乗用車メーカー8社の国内四輪車販売台数は、前年同四半期比

2.4％減の115万台、四輪車輸出台数は、前年同四半期比0.7％増の97万台となり、国内四輪車生産台数は、前年同

四半期比2.8％増の209万台となりました。また、海外生産台数は、前年同四半期比0.0％増の399万台となりまし

た。

このような環境のなか、当第1四半期連結累計期間の売上高は20,798百万円（前年同四半期18,302百万円）、営

業利益は2,834百万円（前年同四半期2,571百万円）、経常利益は2,926百万円（前年同四半期2,095百万円）となり

ました。親会社株主に帰属する四半期純利益は1,703百万円（前年同四半期1,579百万円）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

日本

材料市況や賃上げの販価反映等により国内向け販売高は増加し、アジア向け輸出の増加もあり、売上高は

9,282百万円（前年同四半期8,452百万円）、営業利益は1,261百万円（前年同四半期797百万円）となりました。

北米

前年6月末でのNICHIRIN ATCO TEXAS, INC.社（以下、NAT社）の連結子会社化に伴う新規トラック事業が売上

に寄与し、売上高は4,738百万円（前年同四半期3,665百万円）、関税コストの増加やNAT社買収時ののれんの償

却が発生したことから、営業利益は118百万円（前年同四半期237百万円）となりました。

中国

現地メーカーへの販売が増加した一方、日系メーカーの長引く販売低迷により、売上高は2,636百万円（前年

同四半期2,440百万円）、営業利益は387百万円（前年同四半期280百万円）となりました。
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アジア

アジア市場は概ね堅調に推移しており、売上高は7,021百万円（前年同四半期6,351百万円）、営業利益は

1,165百万円（前年同四半期900百万円）となりました。

欧州

欧州メーカー向け販売増加により、売上高は2,564百万円（前年同四半期2,006百万円）、営業利益は112百万

円（前年同四半期34百万円）となりました。

（2）当四半期の財政状態の概況

（流動資産）

当第1四半期連結会計期間末における流動資産の残高は53,633百万円（前連結会計年度末54,133百万円）とな

り、499百万円減少しました。主な内容は、現金及び預金の減少1,455百万円、受取手形及び売掛金の増加1,146百

万円、棚卸資産の減少216百万円などによるものであります。

（固定資産）

当第1四半期連結会計期間末における固定資産の残高は34,000百万円（前連結会計年度末33,982百万円）とな

り、18百万円増加しました。主な内容は、有形固定資産の減少12百万円、投資その他の資産の増加26百万円など

によるものであります。

（流動負債）

当第1四半期連結会計期間末における流動負債の残高は11,719百万円（前連結会計年度末13,514百万円）とな

り、1,794百万円減少しました。主な内容は、買掛金の増加711百万円、電子記録債務の減少2,433百万円、賞与引

当金の増加306百万円、その他（未払金等）の減少416百万円などによるものであります。

（固定負債）

当第1四半期連結会計期間末における固定負債の残高は6,335百万円（前連結会計年度末6,482百万円）となり、

146百万円減少しました。主な内容は、リース債務の増加16百万円、繰延税金負債の減少189百万円、退職給付に

係る負債の増加9百万円などによるものであります。

（純資産）

当第1四半期連結会計期間末における純資産の残高は69,578百万円（前連結会計年度末68,119百万円）となり、

1,459百万円増加しました。主な内容は、利益剰余金の増加463百万円、その他有価証券評価差額金の減少184百万

円、為替換算調整勘定の増加704百万円、非支配株主持分の増加489百万円などによるものであります。

なお、自己資本比率は70.0％となり、前連結会計年度末と比べて1.5％増加しております。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

世界経済は、中東情勢の緊迫化や紛争の長期化を背景に、ホルムズ海峡の航行制約の影響を受け、原油価格の上

昇や物流停滞が顕在化するなど、先行き不透明な状況が続いております。これにより、世界的なインフレ圧力が高

まるなか、地政学リスクの増大も相まって、経済成長の鈍化や景気の下振れが懸念されています。

日本経済は、全体として持ち直しの動きがみられるものの、資源・エネルギー価格の上昇や世界経済の減速は、

国内の物価動向や企業収益に影響を及ぼす可能性があり、依然として先行きは不透明な状況です。

自動車業界は、概ね底堅く推移しているものの、通商政策の動向に加え、中東情勢の緊迫化に伴う物流面での制

約や調達コストの上昇、原材料・資材等の調達リスクが一部で顕在化しており、事業環境の不透明感が高まってお

ります。なお、現時点において当社グループへの影響は限定的でありますが、関連情報の精査とともに、供給の継

続性確保に取り組んでまいります。

このような状況により、当社グループの2026年12月期の連結業績予測については、2026年2月13日の公表値を修

正しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2026年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,619 22,164

受取手形及び売掛金 11,789 12,936

電子記録債権 2,206 2,174

棚卸資産 14,268 14,051

デリバティブ債権 － 0

その他 2,254 2,312

貸倒引当金 △6 △6

流動資産合計 54,133 53,633

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 19,712 19,949

減価償却累計額及び減損損失累計額 △10,204 △10,432

建物及び構築物（純額） 9,508 9,517

機械装置及び運搬具 30,393 30,888

減価償却累計額及び減損損失累計額 △21,308 △21,866

機械装置及び運搬具（純額） 9,084 9,022

土地 3,814 3,826

建設仮勘定 825 915

その他 8,821 8,853

減価償却累計額 △5,075 △5,168

その他（純額） 3,745 3,684

有形固定資産合計 26,978 26,966

無形固定資産

のれん 1,433 1,426

顧客関連資産 472 474

その他 267 278

無形固定資産合計 2,173 2,178

投資その他の資産

投資有価証券 3,616 3,640

繰延税金資産 779 778

その他 432 437

投資その他の資産合計 4,829 4,855

固定資産合計 33,982 34,000

資産合計 88,115 87,634

2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2026年3月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,417 7,128

電子記録債務 2,797 364

１年内返済予定の長期借入金 60 30

１年内返済予定のリース債務 226 257

未払法人税等 794 832

賞与引当金 324 630

デリバティブ債務 1 0

その他 2,891 2,475

流動負債合計 13,514 11,719

固定負債

リース債務 1,845 1,861

再評価に係る繰延税金負債 584 584

繰延税金負債 458 269

役員退職慰労引当金 2 2

退職給付に係る負債 3,043 3,052

その他 547 565

固定負債合計 6,482 6,335

負債合計 19,996 18,055

純資産の部

株主資本

資本金 2,158 2,158

資本剰余金 2,048 2,048

利益剰余金 48,335 48,799

自己株式 △2,836 △2,836

株主資本合計 49,705 50,169

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 694 510

土地再評価差額金 1,270 1,270

為替換算調整勘定 8,477 9,182

退職給付に係る調整累計額 211 196

その他の包括利益累計額合計 10,652 11,158

非支配株主持分 7,760 8,250

純資産合計 68,119 69,578

負債純資産合計 88,115 87,634
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（単位：百万円）

前第1四半期連結累計期間
(自　2025年1月 1日
　至　2025年3月31日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2026年1月 1日

　至　2026年3月31日)

売上高 18,302 20,798

売上原価 13,606 15,669

売上総利益 4,695 5,128

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 391 398

貸倒引当金繰入額 △1 0

役員報酬 86 93

役員退職慰労引当金繰入額 0 0

給料及び手当 479 563

賞与引当金繰入額 105 107

退職給付費用 16 10

法定福利費 92 105

旅費及び交通費 50 64

租税公課 82 96

賃借料 36 41

減価償却費 89 94

のれん償却額 － 37

その他 693 681

販売費及び一般管理費合計 2,123 2,294

営業利益 2,571 2,834

営業外収益

受取利息 104 97

受取配当金 0 1

受取賃貸料 3 2

その他 38 32

営業外収益合計 146 133

営業外費用

支払利息 19 32

為替差損 556 0

その他 46 7

営業外費用合計 623 40

経常利益 2,095 2,926

特別利益

固定資産売却益 61 2

投資有価証券売却益 402 －

特別利益合計 463 2

特別損失

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 6 1

特別損失合計 6 4

税金等調整前四半期純利益 2,552 2,924

法人税、住民税及び事業税 642 894

法人税等調整額 15 △97

法人税等合計 658 797

四半期純利益 1,893 2,126

非支配株主に帰属する四半期純利益 314 423

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,579 1,703

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第1四半期連結累計期間
(自　2025年1月 1日
　至　2025年3月31日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2026年1月 1日

　至　2026年3月31日)

四半期純利益 1,893 2,126

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △401 △184

為替換算調整勘定 △2,105 771

退職給付に係る調整額 △8 △14

その他の包括利益合計 △2,515 572

四半期包括利益 △621 2,699

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △494 2,209

非支配株主に係る四半期包括利益 △126 489

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）1

四半期連結損
益計算書計上
額（注）2日本 北米 中国 アジア 欧州

売上高

顧客との契約から生

じる収益
4,925 3,665 1,997 5,742 1,972 18,302 － 18,302

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 4,925 3,665 1,997 5,742 1,972 18,302 － 18,302

セグメント間の内部

売上高又は振替高
3,526 0 442 609 34 4,613 △4,613 －

計 8,452 3,665 2,440 6,351 2,006 22,916 △4,613 18,302

セグメント利益 797 237 280 900 34 2,250 321 2,571

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）1

四半期連結損
益計算書計上
額（注）2日本 北米 中国 アジア 欧州

売上高

顧客との契約から生

じる収益
5,052 4,738 2,137 6,361 2,508 20,798 － 20,798

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 5,052 4,738 2,137 6,361 2,508 20,798 － 20,798

セグメント間の内部

売上高又は振替高
4,229 － 499 660 55 5,445 △5,445 －

計 9,282 4,738 2,636 7,021 2,564 26,243 △5,445 20,798

セグメント利益 1,261 118 387 1,165 112 3,045 △211 2,834

（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第1四半期連結累計期間（自2025年1月1日　至2025年3月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）1．セグメント利益の調整額321百万円には、セグメント間の未実現損益297百万円、セグメント間取引消去23百

万円等が含まれております。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第1四半期連結累計期間（自2026年1月1日　至2026年3月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）1．セグメント利益の調整額△211百万円には、セグメント間の未実現損益△235百万円、セグメント間取引消去

23百万円等が含まれております。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第1四半期連結累計期間
（自  2025年1月 1日

至  2025年3月31日）

当第1四半期連結累計期間
（自  2026年1月 1日

至  2026年3月31日）

減価償却費 787百万円 825百万円

のれんの償却額 － 37

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。
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